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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成20年11月27日(2008.11.27)

【公表番号】特表2008-515666(P2008-515666A)
【公表日】平成20年5月15日(2008.5.15)
【年通号数】公開・登録公報2008-019
【出願番号】特願2007-535727(P2007-535727)
【国際特許分類】
   Ｂ３２Ｂ  27/08     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ３２Ｂ  27/08    　　　　
   Ｂ３２Ｂ  27/00    　　　Ｅ

【手続補正書】
【提出日】平成20年10月6日(2008.10.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１面と第２面を有する熱可塑性樹脂または架橋熱硬化性樹脂を含む第１シートと、第
１の熱可塑性樹脂から製造され、装飾面と前記第１シートの前記第１面に溶融結合されて
いる第３面とを有する第２シートと、任意選択的に前記シートの前記第２面に溶融結合さ
れている第２の熱可塑性樹脂とを含む物品であって、
　ただし、前記第１面と前記第２面は不規則表面を有し、
　前記第１の熱可塑性樹脂と前記第２の熱可塑性樹脂は異なることを特徴とする物品。
【請求項２】
　請求項１に記載の物品を含む自動車部品、器具、動力工具ハウジング、電子製品のため
のボックスまたはハウジング、玩具、家具の一部分、スポーツ用品、化粧品または化粧用
物品のための容器、ライターまたはペンからなる群から選択されることを特徴とする機器
。
【請求項３】
　（ａ）架橋熱硬化性樹脂または熱可塑性樹脂を含む第１シートの第１面を、第１の熱可
塑性樹脂から製造され、装飾面と第３面とを有する第２シートの前記第３面に溶融結合さ
せる工程と、
（ｂ）任意選択的に、前記第１シートの第２面を第２の熱可塑性樹脂に溶融結合させる工
程と
を含む物品を形成する方法であって、
　ただし、前記第１面と前記第２面は不規則表面を有し、
　前記第１の熱可塑性樹脂と前記第２の熱可塑性樹脂は異なることを特徴とする方法。
【請求項４】
　請求項３に記載の方法を用いて製造された自動車部品、器具、動力工具ハウジング、電
子製品のためのボックスまたはハウジング、玩具、家具の一部分、スポーツ用品、化粧品
または化粧用物品のための容器、ライターまたはペンからなる群から選択されることを特
徴とする機器。
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６５】
　従って、前述した目的および利点を完全に満たす物品および装飾表面を有するポリマー
アセンブリのための方法が本発明により提供されたことが明らかである。本発明をその特
定の実施形態に関連して記載してきた一方で、多くの代替方法、変更および変形が当業者
に対して明らかであることは明白である。従って、添付した特許請求の範囲の趣旨と広い
範囲内に入るこうしたすべての代替方法、変更および変形を包含することが意図されてい
る。
　なお、本発明の好ましい態様としては以下のものを挙げることができる。
１．第１面と第２面を有する熱可塑性樹脂または架橋熱硬化性樹脂を含む第１シートと、
第１の熱可塑性樹脂から製造され、装飾面と前記第１シートの前記第１面に溶融結合され
ている第３面とを有する第２シートと、任意選択的に前記シートの前記第２面に溶融結合
されている第２の熱可塑性樹脂とを含む物品であって、
　ただし、前記第１面と前記第２面は不規則表面を有し、
　前記第１の熱可塑性樹脂と前記第２の熱可塑性樹脂は異なることを特徴とする物品。
２．前記第１シートが不織布または微孔質シートであることを特徴とする１に記載の物品
。
３．前記第１シートが約５００，０００以上の重量平均分子量を有するポリエチレンを含
む微孔質シートであることを特徴とする１または２に記載の物品。
４．前記第１の熱可塑性樹脂と前記第２の熱可塑性樹脂が両方とも古典的な熱可塑性樹脂
であることを特徴とする１～４のいずれか一項に記載の物品。
５．前記第１の熱可塑性樹脂と前記第２の熱可塑性樹脂が、ポリ（オキシメチレン）およ
びそのコポリマー、ポリエステル、ポリアミド、ポリオレフィン、ポリスチレン／ポリ（
フェニレンオキシド）ブレンド、ポリカーボネート、フルオロポリマー、ポリスルフィド
、ポリエーテルケトン、アクリロニトリル－１，３－ブタジエン－スチレンコポリマー、
アクリロニトリル－スチレン－アクリレートコポリマー、熱可塑性（メタ）アクリル酸ポ
リマー、熱可塑性エラストマー、塩素化ポリマー、イオノマーおよびそれらのブレンドか
らなる群から選択されることを特徴とする４に記載の物品。
６．前記第２シートの前記装飾面が、イオノマー、ポリ（フッ化ビニリデン）、ポリカー
ボネート、アクリロニトリル－スチレン－アクリレートコポリマーおよびアクリロニトリ
ル－ブタジエン－スチレンコポリマーからなる群から選択されるポリマーを含むことを特
徴とする１～５のいずれか一項に記載の物品。
７．前記第２シートが１層以上の層を含むことを特徴とする１～６のいずれか一項に記載
の物品。
８．前記第２シートの前記装飾面が透明な外層を有し、着色層が前記透明な外層の下にあ
ることを特徴とする７に記載の物品。
９．前記第２シートがＵＶ安定剤、ＵＶ吸収剤の一方または両方を含むことを特徴とする
１～９のいずれか一項に記載の物品。
１０．１～９のいずれか一項に記載の物品を含む自動車部品、器具、動力工具ハウジング
、電子製品のためのボックスまたはハウジング、玩具、家具の一部分、スポーツ用品、化
粧品または化粧用物品のための容器、ライターまたはペンからなる群から選択されること
を特徴とする機器。
１１．前記自動車部品がボディパネル、クォータパネル、フード、トランクの蓋、ルーフ
、バンパー、ダッシュボード、内装パネル、内装品、ガスキャップまたはホイールカバー
であるか、またはそれらの一部であることを特徴とする１０に記載の機器。
１２．（ａ）架橋熱硬化性樹脂または熱可塑性樹脂を含む第１シートの第１面を、第１の
熱可塑性樹脂から製造され、装飾面と第３面とを有する第２シートの前記第３面に溶融結
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合させる工程と、
（ｂ）任意選択的に、前記第１シートの第２面を第２の熱可塑性樹脂に溶融結合させる工
程と
を含む物品を形成する方法であって、
　ただし、前記第１面と前記第２面は不規則表面を有し、
　前記第１の熱可塑性樹脂と前記第２の熱可塑性樹脂は異なることを特徴とする方法。
１３．前記第１シートが不織布または微孔質シートであることを特徴とする１２に記載の
方法。
１４．前記第１の熱可塑性樹脂と前記第２の熱可塑性樹脂が両方とも古典的な熱可塑性樹
脂であることを特徴とする１２または１３に記載の方法。
１５．前記第１の熱可塑性樹脂と前記第２の熱可塑性樹脂が、ポリ（オキシメチレン）お
よびそのコポリマー、ポリエステル、ポリアミド、ポリオレフィン、ポリスチレン／ポリ
（フェニレンオキシド）ブレンド、ポリカーボネート、フルオロポリマー、ポリスルフィ
ド、ポリエーテルケトン、アクリロニトリル－１，３－ブタジエン－スチレンコポリマー
、アクリロニトリル－スチレン－アクリレートコポリマー、熱可塑性（メタ）アクリル酸
ポリマー、熱可塑性エラストマー、塩素化ポリマー、イオノマーおよびそれらのブレンド
からなる群から選択されることを特徴とする１２～１４のいずれか一項に記載の方法。
１６．前記第２シートの前記装飾面が、イオノマー、ポリ（フッ化ビニリデン）、ポリカ
ーボネート、アクリロニトリル－スチレン－アクリレートコポリマーおよびアクリロニト
リル－ブタジエン－スチレンコポリマーからなる群から選択されるポリマーを含むことを
特徴とする１２～１５のいずれか一項に記載の方法。
１７．前記第２シートが１層以上の層を含むことを特徴とする１２～１６のいずれか一項
に記載の方法。
１８．前記第２シートの前記装飾面が透明な外層を有し、着色層が前記透明な外層の下に
あることを特徴とする１７に記載の方法。
１９．前記溶融結合が積層、熱成形、射出成形およびブロー成形またはそれらの組み合わ
せによって行われることを特徴とする１２～１８のいずれか一項に記載の方法。
２０．前記第２の層が積層によって形成され、任意選択的に、前記第１面および第２面も
積層によって溶融結合されることを特徴とする１７に記載の方法。
２１．前記第１面および前記第２面が積層によって溶融結合されることを特徴とする１２
～１９のいずれか一項に記載の方法。
２２．１２～２１のいずれか一項に記載の方法を用いて製造された自動車部品、器具、動
力工具ハウジング、電子製品のためのボックスまたはハウジング、玩具、家具の一部分、
スポーツ用品、化粧品または化粧用物品のための容器、ライターまたはペンからなる群か
ら選択されることを特徴とする機器。
２３．前記自動車部品がボディパネル、クォータパネル、フード、トランクの蓋、ルーフ
、バンパー、ダッシュボード、内装パネル、内装品、ガスキャップまたはホイールカバー
であるか、またはそれらの一部であることを特徴とする２２に記載の機器。
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